
第 42 回協議会・第 48 回幹事会の議事要旨

沖縄県公共交通活性化推進協議会

令和７年８月１２日（火）

資料３
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１．第 42 回協議会 議事要旨

日時：令和７年 3 月 26 日（水）10:00～12:00

場所：那覇市商工会議所ホール

報告

（1）第 41 回協議会・第 47 回幹事会の議事要旨について

発言者 主な指摘・意見 回答

池田会長
 内容について意見はあるか。

（一同）

 異議なし。

（2）基幹バスシステムの導入に向けた取組について

発言者 主な指摘・意見 回答

琉球バス交通

小川委員

 中乗り前降りに関しては、時

間短縮の可能性は大いにある

と思うが、他地域の事故事例

も踏まえると、安全性の確保

が問題となる。バス車両が正

着できない場合もあるため、

乗降時の乗客の安全性に関し

ては配慮が必要ではないか。

 協力型バスレーンの候補２

（伊佐～北谷）は、昨年度、県

（観光）の実証運行の際でも利

用者は少なかった。基幹バス

ルートの候補１に比べると優

先度は低いのではないか。

（事務局）

 中乗り前降りの安全性に関して

は勉強会の中でも意見をいただ

いており、引き続きバス事業者

勉強会の中でもしっかり検討し

ていきたい。

 実証実験の候補については、バ

スや自動車の速度、バス利用者

の状況等も見つつ、また道路管

理者とも意見交換しながら実施

の方法等について引き続き検討

していきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

運輸部

星委員

 統計上、乗降方法の違いによ

る安全上の優位性に大きな差

はないと考えられるが、乗降

方法は統一しておいた方が混

乱は少ないため、利用者が安

心して余裕を持って利用でき

る環境整備を段階的に進めて

いくことが必要である。

 段階的に整備する際は、混乱

を少なくするよう配慮しつ

つ、安全性を確保しながら、効

率性にも貢献できるよう検討

頂きたい。

（事務局）

 安全性の視点が最も重要と考え

られるため、バス事業者とも相

談しながら検討していきたい。

オフィス遊

幸地委員

 お年寄りや車いすの方が利用

する日をイベント的に設ける

ことで、出かけやすくなった

り、乗るための訓練等に繋が

り、安全性が確保されるので

はないか。

（事務局）

 乗り慣れていない方への配慮が

重要と考えており、特別支援学

校へのバスの乗り方教室の取組

と併せて何が出来るか検討して

いきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

琉球大学

神谷委員

 西普天間の琉大病院移転につ

いて、当初想定と異なる状況

と聞いているためコミュニケ

ーションを図っていただきた

い。

 遅延証明について、学校個別

の判断となっているふしがあ

るため、県の教育庁の見解を

確認しておいたほうが良い。

 統合時刻表については、県の

わった～バス党 HP の中で表

示されても中々そこまでたど

り着かないので、広く見ても

らえるよう工夫していただき

たい。

 協力型バスレーンを実装する

際には、レンタカー利用者を

含めた外国人観光客などに対

し、どのように表記、周知して

いくのかも念頭に検討を進め

て頂きたい。

 候補２は北谷町との関係とな

るが、北谷町は本協議会に入

っていない中でどのように進

めていくのか教えて欲しい。

 また、北谷ゲートウェイは実

証実験という位置付けだった

と思うが、今後も継続される

のであれば候補２は有用と思

われるが、その点を踏まえて

検討を進めていただきたい。

（事務局）

 コミュニケーションは密に図っ

ており現在の状況は聞いてい

る。4 月の医学部移転後もあるた

め、引き続き情報共有を図って

いきたい。

 学校により対応が異なるのでは

ないかとも感じており、教育庁

にも確認していきたい。

 先ずはわったーバス党 HP を活

用していくが、好評であればバ

ス事業者の意見も聞きながら、

広げていくことも検討していき

たい。

 レンタカー利用者を含めた外国

人へのお願い方法は重要と考え

られるので検討していきたい。

 ご指摘のとおりであり、その取

扱いについては５市村の意見も

踏まえて整理していきたい。

 北谷ゲートウェイは県の他部局

所管となるので、その位置づけ

等について確認しながら検討し

ていきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

池田会長

 協力型バスレーン取組事例に

おいて、トラブルは発生して

いないか。

（事務局）

 金沢の協力型バスレーンは、規

制を伴わない中、立て看板、立

哨、バスマスク等でお願いして

おり、トラブルについては聞い

ていない。現地を見たところで

は、バスに譲る一般車両も見ら

れたため、継続しながら効果を

高めていくことが重要と考えて

いる。
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（3）TDM（わった～バス利用促進乗車体験事業等）の取組について

発言者 主な指摘・意見 回答

琉球バス交通

小川委員

 バス無料実験や特別支援学校

への取組は大変良かったと考

えるため、継続して取り組ん

で頂きたい。

 バス無料実験の広報にあた

り、自社への利益誘導と受け

取られポスターの設置等を断

られたケースが発生した。地

域の方へ公共交通活性化の重

要性を理解いただけるよう県

の力を借りたい。

（事務局）

 情報がうまく伝わっていない部

分も見受けられたため、次年度

も実施の際は広報を強化してい

きたい。

バリアフリーネ

ットワーク会議

親川委員

 支援学校での乗り方教室やバ

ス無料化の取組に対して満足

している。

 ９月のバス無料時には大人の

障がい者においても、沖縄市

循環バスから路線バスへ乗り

継ぎができたことは良い経験

であったので、本取組を継続

して頂きたい。

 バス利用者の 9 月の増加分に

ついて、南部、中部等のエリア

毎の分析は行っていないか。

今後のヒントになるのではな

いか。

 障がいを持っている方は総じ

て免許を取得できないため、

移動は公共交通に頼らざるを

得ないことを踏まえて取組を

継続して頂きたい。

（事務局）

 バリアフリー対応の取組は重要

であり、次年度も連携して取り

組んでいきたい。またノンステ

ップバス等の導入も今後事業者

と連携しながら進めていきた

い。

 カウント方法が整理券であるた

め、方面別の分析はできていな

い。補完する形でバス停毎のカ

ウント調査や Wi-Fi 等の調査、

ビッグデータ分析を行っている

ため、次年度以降確認していき

たい。
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議事

（1）規約の改正について

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など

池田会長
 内容について意見はあるか。

（一同）

 異議なし。

（2）令和 7 年度事業計画（案）及び予算（案）について

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など

池田会長
 内容について意見はあるか。

（一同）

 異議なし。
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その他意見

発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

開発建設部

中原委員

 今回、規制を伴わない協力型

バスレーンの検討など、前向

きな取組にとりかかられたこ

とに感謝している。

 国としても、現在取り組んで

いる名護、胡屋のバスタプロ

ジェクトの成功のためには、

バスレーンの整備など、バス

の定時性を高める取組、過度

な自動車交通に頼らないため

の公共交通の利活用に向けた

取組は必要であるため、連携

して取り組んでいきたい。

 バスレーンをはじめ道路空間

再編は道路管理者の主体的な

取組が必要不可欠と考えてお

り、沖総局開発建設部、国道事

務所でもしっかり協力させて

いただくので、県の内部でも

そういった意識で取り組んで

いただきたい。

 バスの中乗り前降りの場合、

植栽やガードレールで二つの

扉を開けられないバス停もあ

るので、そういった取組も含

め、道路管理者側で主体的に

関わらないと進まない取組も

あるため、連携して対応して

いきたい。

（事務局）

 道路管理者においても、主体的

に取り組んでいく必要があると

の心強い意見をいただき感謝す

る。

 県においても土木建築部と連携

して取組を進めていきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

オフィス遊

幸地委員

 公共交通利用促進について、

北谷、名護、本部等、他の地域

への声掛けはいつ頃を想定さ

れているのか教えて頂きた

い。

（事務局）

 平成 19 年度から活性化推進協

議会を設置し基幹バスに関する

取組を実施してきた。令和 5 年

度には沖縄本島を対象とした地

域公共交通協議会を立ち上げて

おり、これと上手く連携して進

めていきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

琉球大学

神谷委員

 地域公共交通総合連携計画、

地域公共交通計画、リ・デザイ

ン会議、バスタ事業等、公共交

通に関する計画が様々あるた

め、全体を俯瞰して見える化

して頂きたい。

 特別支援学校の取り組み等も

重要であるという意見も踏ま

えると、学校側が主体的に取

り組む必要があると考える。

そのうえで県が支援をするこ

とが良いと考えるため、教育

庁に話をされる際は是非ご検

討いただきたい。

 バス事業者へのお願いとし

て、障がい者手帳のスマホ（ミ

ライロ ID）について、バス運

転手が知らないため乗車でき

ないケースがあると聞いてい

る。是非、周知徹底して頂きた

い。

（事務局）

 法改正が重なっているが、法定

計画としての位置づけは変わっ

ていないと理解しており、それ

を更新しながらこれまで歩んで

きている。

 現時点では現行の計画が達成で

きるよう取り組んでいきたい。

 本協議会での基幹バスの取組

は、県内で先行した取組である

ため、引き続き本協議会で積極

的に議論を進めながら、横展開

していきたい。また、県の地域公

共交通協議会とも連携して、全

体の見える化も進めていきた

い。

 真和志高校は学校主体で取り組

まれている状況である。こうい

ったモデルケースの定例化やカ

リキュラム化を目指し、密に連

携・協力していきたい。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄県商工会議

所連合会

福地代理

 近年ではキャッシュレス決済

も普及しているため、OKICA

推進するのであれば、普及促

進に向けて取り組んでいただ

きたい。

（事務局）

 次年度の実証実験ではモノレー

ル利用者も対象と考えており、

OKICA システム活用する方向

で検討を進めている。

 OKICA に関しては、他の委員会

でも議論しているところであ

り、しっかり意見交換を進めて

いきたい。

 バスは乗降に時間がかかるた

め、キャッシュレスを促進した

いと考えている。官民で連携が

重要であるため、次年度協力等

についてご相談させていただき

たい。

沖縄総合事務局

運輸部

星委員

 活性協でこれまで議論してい

るが、ここ 2 年半程で政策の

クオリティが上がったと感じ

ている。そのような中、基幹バ

ス導入は定時速達性向上の取

組を様々なインフラと連携し

て取り組むことは重要であ

り、データに基づきながら再

編を進めていく必要がある。

 バス実験で一部利用者の交通

選択に変化が見られたが、そ

の効果は一時的であったた

め、インセンティブや環境整

備をさらに強化し、持続可能

な変化を促すことが求められ

る。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

運輸部

星委員

 普通免許を持たない若年層や

障害を持つ方々が自発的に公

共交通を利用し、発信するこ

とが、事業の持続発展に繋が

ると考えている。

 多くの企業で通勤手当支給が

不十分な現状を改善するた

め、適切な財源確保と産業構

造改革が必要であり、これが

人材の確保と収益再配分に寄

与する。

 経済学的な分析からは、魅力

ある場所というのは自由度、

代替性、予見性を有してる。こ

のため、モノレールとの連携、

自転車との連携等も念頭に取

組を進めていただくと、より

道路空間や公共交通を良い形

で分散して使うことになり、

自動的に調整するような仕組

みに変わっていくのではなか

と期待している。

 新たなキャッシュレス・MaaS

システムの開発を検討中であ

り、低コストなインフラ（Wi-

Fi ルーター等）による自動運

賃収受やゾーン運賃設定など

を実現し、具体的な実証実験

を来年以降沖縄で開始できる

よう検討・調整している。

オフィス遊

幸地委員

 今日の議論の中での意見だ

が、さらに思い切った施策と

して OKICA を無料で配布し

てはどうか。
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２．第 48 回幹事会 議事要旨

日時：令和 7 年 7 月 25 日（金）10:00～12:00

場所：那覇市商工会議所（中小企業振興会館）ホール

議題

（1）沖縄県公共交通活性化推進協議会規約の改正（案）について

発言者 主な指摘・意見 回答

幹事長  内容について意見はある

か。

（一同）

 異議なし。

（2）令和６年度決算及び監査報告について

発言者 主な指摘・意見 回答

幹事長  内容について意見はある

か。

（一同）

 異議なし。
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報告

（1）第 47 回幹事会・第 42 回協議会の議事要旨について

（2）基幹バスシステムの導入に向けた取組について

（3）ＰＴ調査からみた基幹バスシステムの有効性について

発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

開発建設部

伊藝幹事

 資料４の協力型バスレー

ン実証実験の候補路線・区

間は資料 P28 に示されて

いるが、今後の取組方針で

候補２（伊佐～北谷）を外

した理由を教えていただ

きたい。

 協力型バスレーン実証実

験は、既存バスレーン区間

も併せて実施していく理

解でよいか。

 関係する区間で事業も進

めているので、協力できる

ところは協力していきた

い。

 国道 329号の那覇から東側

区間では、現在与那原バイ

パスや南風原バイパスの

事業を進めているが、これ

が完成すれば現道から交

通の転換も期待されるの

で、バスレーンや協力型バ

スレーンについてご検討

いただければと思う。

（事務局）

 北谷方面に関しては、本協議

会に北谷町が含まれていない

こともあり、今後は沖縄県地

域公共交通協議会で意見交換

等を進めていく予定である。

また、国道 329 号与那原方面

についても、沖縄県地域公共

交通協議会の中で議論を進め

ていくことを考えている。

 既存バスレーン区間として

は、候補３の浦添拡幅区間が

示されている。既存バスレー

ン区間は、朝夕はバスレーン

が実施され、一部区間ではバ

スレーン不連続区間も残って

いることもあり、伊佐までの

区間についても併せて検討し

ていきたい。資料については

修正していきたい。



14

発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

開発建設部

米須幹事

 協力型バスレーンの事例

で金沢市の社会実験が示

されているが、恒常的に実

施しているところがあれ

ば教えて欲しい。また、金

沢市の社会実験の結果や

評価についてもわかれば

教えて欲しい。

（事務局）

 昨年度調査した事例の中では

恒常的な事例は見当たってい

ない。県内においては、これま

でバスレーンが延長された区

間においても、社会実験から

本格運用に繋がってきた経緯

があるが、他府県の事例につ

いては引き続き調査していき

たい。

 金沢市社会実験の結果に関し

ては、昨年度視察した際には、

車がバスに車線を譲っている

ケースも見られるといった話

は聞いているが、道路交通へ

の影響など把握できていない

点もあるので、今後ヒアリン

グ等を通して確認していきた

い。

沖縄総合事務局

運輸部

崎濱幹事

 統合時刻表の検討を進め

られているが、のりもの

NAVI ではスマホアプリを

2025 年 7 月末でサポート

終了の案内が出ている。今

後、接近案内や時刻表等は

スマホアプリから見られ

なくなるのか教えて欲し

い。また、のりもの NAVI

の運営主体についても教

えて欲しい。

（事務局）

 今後については、2025 年 8 月

より LINE 公式アカウントに

てご利用可能なサービスを新

たに開始する予定と聞いてい

る。のりもの NAVI そのもの

は継続して利用できるものと

認識している。なお、のりもの

NAVI の管理運営については

現在沖縄 IC カード㈱が担っ

ている。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄県土木部

道路街路課

砂辺幹事

 協力型バスレーンについ

て、金沢市では 9 時～17 時

となっているが、今後沖縄

県で実施する実証実験の

時間帯を教えて欲しい。

 先ほど、既存バスレーン区

間でも実施されるとの話

があったが、そことの関係

はどのように考えている

のか。

 協力型バスレーンは、夕方

の時間帯での実施は考え

ているのか。

（事務局）

 協力型バスレーン実証実験の

時間帯は、案の段階ではある

が胡屋から伊佐向きについ

て、朝の７時 30 分～９時の導

入をまず初めにできないかと

考えている。

 候補１の区間に関しては、朝

ピーク時の協力型バスレーン

を実施することで、既存のバ

スレーン区間との連続性を確

保したいと考えている。既存

バスレーン区間については、

これまで候補として記載はし

ていないが、今後バスレーン

ＷＴ等の中で効果的なやり方

を議論していきたいと考えて

いる。

 朝ピーク時の混雑状況を踏ま

えると、先ずは朝の時間帯で

の実施を考えているが、その

実証の課題等を踏まえた上で

次のステップとして夕方時間

帯へ展開していくなど、段階

的な実施を考えている。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

道路管理課

米須幹事

 資料５の PT 調査結果でモ

ノレールの分担率が示さ

れているが、現在てだこ浦

西駅でパーク＆ライド駐

車場の人気が高いと聞い

ている。今後幸地 IC も整

備されてくると、交通結節

点としてのポテンシャル

も高まっていくと考えて

いる。そこで、今回の PT 調

査で交通結節点の調査を

実施しているようであれ

ば教えて欲しい。

（県都市計画・モノレール課）

 今年度に入りパーク＆ライド

駐車場は、上限の 800 台に達

するなど非常に好調となって

いる。また、一般利用も増えて

おり、平日でも止められない

ような状況も時々あると聞い

ている。調査データを見ても

西原町の方からのモノレール

の分担率が高いといった傾向

も見られている。

 全体版では、てだこ浦西に着

目した分析も行っており、特

徴としては、モノレールの終

点でもあり車でのアクセスも

しやすいことから、送迎やパ

ーク＆ライドの利用が多いと

いったところが、好調を生ん

でいるようである。

 今後、幸地 IC により高速との

結節ができてくると、高速を

利用した車とモノレールの結

節により効果を上げてくると

ころを期待している。
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発言者 主な指摘・意見 回答

沖縄総合事務局

開発建設部

伊藝幹事

 資料 4 の中に、ロウワープ

ラザという記載があるが、

国道 330号のライカムの向

かいで大規模開発すると

周辺の国道 330号がかなり

混雑することも想定され

る。まちづくりについては

沖縄市や北中城村で検討

されると思うが、広域的な

公共交通や幹線道路に関

しては自治体だけでは検

討が難しいと思っている。

 基幹バスルートでもあり、

周辺の開発と関連する交

通の関係を、開発が始まる

前段階から考えていかな

いと、一層混雑する懸念も

ある。今後ロウワープラザ

についても、西普天間 WT

みたいなものを作って検

討していくことが必要に

なるのではないかと考え

ている。

（幹事長）

 基地跡地に関しては広域構想

の検討がはじまっているとこ

ろである。ロウワープラザの

件に関しては、担当部署にも

伝えておく。

沖縄県商工会議

所連合会

福地代理

 先週、東京の新橋、豊洲方

面の東京 BRT を見てきた

が、これら他地域の先進的

な取組事例なども本協議

会で紹介いただけたらと

思う。

（事務局）

 先進事例などの紹介もできる

ようにしていきたい。

以上


